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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
略円弧状の曲がり癖がついた可撓性の外套シースに軸線と平行方向に配置されたチャンネ
ルチューブを、略円弧状の曲がり癖がついた内視鏡の可撓性挿入部に配置されたガイドチ
ャンネルに挿通しながら、上記外套シースを上記内視鏡の可撓性挿入部に被覆する際に、
上記内視鏡と上記外套シースとを載置するための内視鏡の外套シース装着台であって、
　上記内視鏡の可撓性挿入部の基端に連結されている操作部を略水平に載置するための操
作部載置部と、上記可撓性挿入部を略水平に載置するように上記操作部載置部に連なって
形成された挿入部載置部と、上記外套シースを略水平に載置するように上記挿入部載置部
に連なって形成されたシース載置部とを有し、
　上記挿入部載置部と上記シース載置部とが、平面形状が上記内視鏡の可撓性挿入部及び
上記外套シースの各曲がり癖と近似した半径の略円弧状の一つながりの窪み状に形成され
ていることを特徴とする内視鏡の外套シース装着台。
【請求項２】
上記挿入部載置部と上記シース載置部との境界部分を挟んでその両側にまたがって、上記
挿入部載置部と上記シース載置部の外周壁の一部分が除かれている請求項１記載の内視鏡
の外套シース装着台。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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この発明は、内視鏡の可撓性挿入部が汚染されるのを防止するための外套シースを可撓性
挿入部に被覆する際に、内視鏡と外套シースとを載置するための内視鏡の外套シース装着
台に関する。
【０００２】
【従来の技術】
内視鏡検査において内視鏡を介して患者間感染が発生しないようにするためには、内視鏡
の可撓性挿入部に外套シースを被覆して、その外套シースを内視鏡検査一回毎に取り替え
るようにすればよい。
【０００３】
そこで可撓性挿入部に外套シースを被覆する際には一般に、内視鏡と外套シースとを水平
なテーブル上に置いた状態で、可撓性挿入部と外套シースの口元とを指先で摘み、外套シ
ースを可撓性挿入部の先端側から被せて行くようにしている。
【０００４】
なお、内視鏡検査の際に処置具類を使用するためには、処置具類を通すためのチャンネル
チューブが外套シースに軸線と平行方向に配置されているのが普通であり、外套シースを
可撓性挿入部に被覆する際には、チャンネルチューブが内視鏡の可撓性挿入部に配置され
たガイドチャンネルに挿通される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、そのようなチャンネルチューブは、リールに巻き付けられた素材チューブを適宜
の長さに切断して製造されるので、リールへの巻き癖が残って曲がり癖が付いている。ま
た、内視鏡の可撓性挿入部には、保管箱等に格納されている間に曲がり癖が付いている。
【０００６】
そのため、例えば図５に示されるように、内視鏡１０の可撓性挿入部１１と外套シース２
０のチャンネルチューブ２３の曲がり癖の方向が一致しない状態で、チャンネルチューブ
２３を内視鏡１０のガイドチャンネル１７に挿入して外套シース２０を可撓性挿入部１１
に被覆していくと、図６に示されるように、外套シース２０の被覆チューブ２１が次第に
捩じれてしまってスムーズに被覆作業を行うことができない。
【０００７】
そこで本発明は、曲がり癖の付いたチャンネルチューブを有する外套シースを曲がり癖の
付いた内視鏡の可撓性挿入部にスムーズに被覆することができる内視鏡の外套シース装着
台を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の外套シース装着台は、可撓性の外套シース
に軸線と平行方向に配置されたチャンネルチューブを内視鏡の可撓性挿入部に配置された
ガイドチャンネルに挿通しながら外套シースを内視鏡の可撓性挿入部に被覆する際に内視
鏡と外套シースとを載置するための内視鏡の外套シース装着台であって、内視鏡の可撓性
挿入部の基端に連結されている操作部を略水平に載置するための操作部載置部と、可撓性
挿入部を略水平に載置するように操作部載置部に連なって形成された挿入部載置部と、外
套シースを略水平に載置するように挿入部載置部に連なって形成されたシース載置部とを
有し、挿入部載置部とシース載置部とが、平面形状が略円弧状の一つながりの窪み状に形
成されているものである。
【０００９】
なお、挿入部載置部とシース載置部との境界部分を挟んでその両側にまたがって、挿入部
載置部とシース載置部の外周壁の一部分が除かれていると被覆作業を行い易い。
【００１０】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図３は、本発明の内視鏡の外套シース装着台が用いられる内視鏡１０と、その内視鏡１０
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の可撓性挿入部１１に着脱自在に被覆される外套シース２０の一例を示している。なお、
外套シース２０だけが断面図によって示されており、以下の各図においても同様である。
【００１１】
可撓性挿入部１１の先端には、観察窓１４等が配置された先端部本体１３が連結され、可
撓性挿入部１１の基端には操作部１５が連結されている。１９は、可撓性挿入部１１と操
作部１５との連結部である。
【００１２】
可撓性挿入部１１の内部には、例えば可撓性のポリエチレン樹脂チューブからなるガイド
チャンネル１７が全長にわたって挿通配置されており、その先端開口１７ａが先端部本体
１３に形成され、ガイドチャンネル１７の基端は、操作部１５に突出形成された基端側開
口１７ｂに連通している。
【００１３】
このように構成された内視鏡１０の可撓性挿入部１１は任意の方向に自由に曲げることが
できるが、自然状態では、図３に示されるように、保管箱等に格納されている間に付いた
曲がり癖の形状になる。
【００１４】
外套シース２０には、例えばシリコンゴムチューブ等のような伸縮性のある材料によって
薄肉円筒状に形成された被覆チューブ２１が、内視鏡１０の可撓性挿入部１１に着脱自在
に被覆されるように設けられ、その先端には透明な部材により形成されて先端部本体１３
部分に被嵌される先端キャップ２２が水密に取り付けられている。
【００１５】
被覆チューブ２１の基端に固着された連結環２４は内視鏡１０の連結部１９に対して係脱
自在になっていて、手動固定ネジ２５を締め付けることにより連結部１９に任意に固定す
ることができる。
【００１６】
被覆チューブ２１内には、例えば可撓性の四フッ化エチレン樹脂チューブからなるチャン
ネルチューブ２３が、軸線と平行方向に全長にわたって挿通配置されている。
【００１７】
そして、チャンネルチューブ２３の先端は先端キャップ２２の先端面において外面に開口
するように先端キャップ２２に接続されており、チャンネルチューブ２３の基端側部分２
３Ａは連結環２４内を通過して後方に長く延出している。
【００１８】
なお、チャンネルチューブ２３は内視鏡１０のガイドチャンネル１７内に全長にわたって
挿脱自在であり、チャンネルチューブ２３の基端側部分２３Ａを、ガイドチャンネル１７
に先端開口１７ａ側から差し込んで反対側の基端側開口１７ｂから引き出すことができる
。
【００１９】
このように構成された外套シース２０は任意の方向に自由に曲げることができるが、チャ
ンネルチューブ２３にその素材チューブがリールに巻かれて保管されていた時の巻き癖に
よる曲がり癖が付いており、自然状態では、図３に示されるように、チャンネルチューブ
２３が曲がり癖の付いた状態に曲がっていて、被覆チューブ２１もそれに沿って曲がって
いる。
【００２０】
図４は、内視鏡１０の可撓性挿入部１１に外套シース２０が被せられた状態を示しており
、手動固定ネジ２５が締め付けられて、外套シース２０の連結環２４が内視鏡１０の連結
部１９に固定されている。その結果、内視鏡１０の可撓性挿入部１１が外套シース２０に
よって外部環境から絶縁されて使用中の汚染が防止される。
【００２１】
内視鏡１０の操作部１５に配置されたガイドチャンネル１７の基端側開口１７ｂから延出
するチャンネルチューブ２３の基端側部分２３Ａは、ガイドチャンネル１７の基端側開口
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１７ｂから外方に延出している。
【００２２】
図１は、内視鏡１０の可撓性挿入部１１に外套シース２０を被覆する（それと同時に、チ
ャンネルチューブ２３をガイドチャンネル１７に挿通する）ために、内視鏡１０と外套シ
ース２０がシース装着台３０に載置された状態を斜め上方から見た状態を示している。
【００２３】
シース装着台３０には、操作部１５を横たえた状態で略水平に載置するための操作部載置
部３１と可撓性挿入部１１を略水平に載置するように操作部載置部３１に連なって形成さ
れた挿入部載置部３２と、外套シース２０を略水平に載置するように挿入部載置部３２に
連なって形成されたシース載置部３３とが形成されている。
【００２４】
操作部載置部３１は、操作部１５が大きくガタつかないように緩く嵌め込まれる枠状に形
成されている。そして、挿入部載置部３２は、操作部１５から側方に延出する可撓性挿入
部１１が自然状態の形状（即ち、曲がり癖が付いた形状）のまま平らに載置されるように
形成され、シース載置部３３は挿入部載置部３２と一つながりに形成されている。
【００２５】
そのような挿入部載置部３２とシース載置部３３は、平面形状が略円弧状の一つながりの
窪み状（溝状と表現してもよい）に形成されている。３５はその内壁、３６は外壁である
。なお、円弧は可撓性挿入部１１と外套シース２０の各曲がり癖と近似した半径である。
【００２６】
ただし、挿入部載置部３２とシース載置部３３の形状が必ずしも厳密な円弧状である必要
はなく、可撓性挿入部１１と外套シース２０とを滑らかに連続した状態に緩く拘束して、
外套シース２０を可撓性挿入部１１に対して反対方向に曲がった状態に載置することがで
きない程度の形状に形成されていればよい。
【００２７】
挿入部載置部３２とシース載置部３３との境界部分には、その両側にまたがって、挿入部
載置部３２とシース載置部３３の外周壁の一部分を取り除いた状態の被覆作業部３８が形
成されて、被覆作業部３８の表面は挿入部載置部３２及びシース載置部３３の床面と同一
平面に形成されている。
【００２８】
したがって、図１に示されるように、シース装着台３０の操作部載置部３１に内視鏡１０
の操作部１５を嵌め込んで、平面形状が略円弧状の一つながりの窪み状に形成されている
挿入部載置部３２とシース載置部３３のカーブに沿って可撓性挿入部１１と外套シース２
０を載置すれば、可撓性挿入部１１と外套シース２０とが連続的に同方向に曲がった状態
にセットされる。
【００２９】
そこで、図２に示されるように、被覆作業部３８において外套シース２０の連結環２４と
可撓性挿入部１１とを摘んで、チャンネルチューブ２３をその基端側部分２３Ａ側からガ
イドチャンネル１７に挿入しつつ、外套シース２０を内視鏡１０の可撓性挿入部１１に被
覆すれば、外套シース２０の被覆チューブ２１が捩れたりすることなく容易かつ円滑に被
覆作業を行うことができる。
【００３０】
【発明の効果】
本発明によれば、操作部載置部に内視鏡の操作部を載置して、平面形状が略円弧状の一つ
ながりの窪み状に形成されている挿入部載置部とシース載置部に沿って可撓性挿入部と外
套シースを載置すれば、可撓性挿入部と外套シースとが連続的に同方向に曲がった状態に
セットされるので、曲がり癖の付いたチャンネルチューブを有する外套シースを曲がり癖
の付いた内視鏡の可撓性挿入部に対して、外套シースが捩じれるようなことなくスムーズ
に被覆することができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の実施例の内視鏡の外套シース装着台に内視鏡と外套シースが載置された
状態の一部を断面で示す斜視図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の外套シース装着台において内視鏡に外套シースが被覆
される作業中の状態の一部を断面で示す斜視図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の外套シース装着台が用いられる内視鏡と外套シースの
一例の一部を断面で示す側面図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡に外套シースが被覆された状態の一部を断面で示す部分
側面図である。
【図５】従来の内視鏡に対する外套シースの被覆作業を示す平面一部断面図である。
【図６】従来の内視鏡に対する外套シースの被覆作業を示す平面一部断面図である。
【符号の説明】
１０　内視鏡
１１　可撓性挿入部
１５　操作部
１７　ガイドチャンネル
２０　外套シース
２１　被覆チューブ
２３　チャンネルチューブ
３０　シース装着台
３１　操作部載置部
３２　挿入部載置部
３３　シース載置部
３５　内壁
３６　外壁
３８　被覆作業部
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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